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第二〇回国労東日本婦人部明るく元気に学習交流会が、七月三―四日にかけ一ノ関・気仙沼にて開催され青森から長野からと多くの婦人部組合員が結集しました。また今回は二〇回記念ということもありますが、懸案の闘争団の闘いも勝利解決に目買っているということで婦人部ＯＧも自費で参加していただきました。
　本部からは高野委員長が、国鉄闘争の解決にいたる経過を報告し、講演は地元元気仙沼士市議会議員の山崎さんより自身の組合活動を含めて現在の活動をお話いただきました。
❤　高野委員長挨拶
四月九日政府解決案が出され、これを四者四団体が承認した。四月二六日臨時全国大会を開催し、これを受諾確認することになった。承諾書にゴールデンウィークをはさんでひとりひとり署名をいただいた。九一〇名中六名は応じることを拒否したが、六月二八日最高裁判長が立会い和解に至った。七月二九日定期全国大会がある。その後の処理など検討する。生活援助金については六月を持って徴収しないことにする。雇用問題についてまだ解決していない。
組織強化拡大について、組合員の団塊の世代が退職を迎えている。少しずつ加入が続いているが、組織拡大は急務である。
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質問　エルダー制度について、東京病院のエルダー希望者が結局退職してしまった。東海・西日本などではそのまま残れる制度だ。
　四月から新育児介護制度が始まり、会社は利用者がいないと見込んでいるといったが要員増が無いと仕事が回らない実態だ。
高野　環境アクセスにはいけない。本人の探してきた職場でエルダーとして認めよとやってきたが、会社は考えさせてもらいたいといいながら、結果として認めなかった。本人とキャッチボール紙ながら本人の希望を認めさせていくようにしたい。育児介護制度についても必要な要員は確保していく方針だ。
❤　講師紹介
山崎　元気仙沼市議会議員
　ストライキはいやだったが、選挙して役員になった。組合は権利と賃金のことしか言わない。私はいい保育がしたいと思った。良い研修を受けてきても良い保育ができない。やりたいことがいっぱいあるのにできない。人員要求をしたが闘いにならなかった。組合員の要求にならない。保護者も巻き込んでと考えたが、対立が起きてしまった。10人の要員を要求したが、二人しか取れなかった。

　次の年は要求した項目をひとつも落とさないように、代替がきちんとされたか点検した。当局は差別して分断する攻撃をしてきた。あの人はからだが弱く休んでいるのに同じ賃金でおかしい。組合で休んでばかりいるとか。処分の攻撃はどこにでもあった。和解しても結果的には依願退職になった。自分は仲間に助けられ残ることができた。

　組合の交渉で予算をつけましょうと成果を挙げても、議会で否決されてしまった。政治も大切だと思った。選挙の応援をもらうため、病院や介護など勉強した。ドイツやスェーデンの社会保障など研究した。この国では高額の消費税を払っているが、医療や老後の不安は無い。

❤意見いろいろ
東京病院①　病院は二交代勤務が導入される。二交代勤務が導入されるとどんなことが予想されるか要求にまとめていく作業をしている。病院は金になることなら何でも飛びついていく。ＤＰＣ（包括医療）七月から導入している。慣れるまで患者とか看護師も薬の対応が戸惑うことが予想される。
育児時間（時短）、育児介護のため月四日とることができるようになったがそのため勤務が複雑になった。
郡山　エルダーの第一回面接があった。希望を三つ書けといわれたが、一個しかない。三つどうしても書けといわれ三つ書いた。面接時には全社的に地方には仕事は無いといわれた。郡山はまだいい。会津や若松にはまったく無いため遠距離通勤を余儀なくされる。
青森駅　今年十月四日新幹線開業だ。駅や青森運輸区では人が余る。
インフォメーションが改札と一緒になったが、私はまだ泊まりはやっていない。切符の売り方とか券売機の取り扱い方とかやれとくるかと思っていたがまだこない。少し不安。Ｋさんも元気だ。
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新宿　新育児介護制度が始まったが、受け入れ態勢はどうなのか？時短など多くの条件が考えられる人を受け入れるには現在の職場は不十分だ。会社は男の育児介護について考えていない。

改札は半分が契約社員だ。一-三期が二回目の登用試験を受けた。超過勤務をやりながら、いろいろな会議に顔を出し、ぎりぎりのところで社員への試験に向かっている。大多数は落とされてしまう。職場ではものが言えない状況が続いている。差別・ストレスが高まっている。
郡山②　四月からエルダーで働いている。日勤職なので体はらくだ。現在エルダーは八名おりどんどんエルダーが増えている職場だ。
盛岡　エルダー二年目にはいった。最初自動車に入ったが仕事より先に組合を教わった。ガイド研修を受けガイド専門になった。結婚し子供を四人生んだころ所長室に呼び出され、あんたの仕事は無いといわれた。毎日毎日所長室に呼び出され、あんたの仕事は無いといわれ続けた。電話の仕事ならあると盛岡へ転勤になった。産後だったので育児時間をくださいと要求した。
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エルダーの面接のときも、仕事はないといわれ続けたが、ここで無いと突っぱねないでくださいといった。まだ期間がるので考えてくださいと。次には駅長も入って面接となった。仕事は何でもいいですと頑張った。ジャスタ・インフォメーションに決まった。最初の1ヶ月は無我夢中で過ごした。機械の操作、金の取り扱い、小さい駅名はわからないし大変だった。今は他の国労の仲間三人と頑張っている。
新宿②　遺失物で働いている。女性は私一人だ。業務委託の話も出るが現在はそのまま続いている。国鉄闘争が一区切りついて安心している。息子も二十歳になった。随分と長い時間がかかったなという感がある。
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仙台　Ｋさんの裁判のとき先輩たちが来てくれたのを思い出す。Ｋさんが病欠したときも、こうして退職するときも。Ｋさんは残念なことに今日は参加できなかったが。これからも連絡を取り合って生きたい。

仙台の出札に来て六年になる。いつの間にか長老だ。若いときのようには覚えられないが今更他のところにも行く気はない。[image: image8.wmf] 
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先輩の近況


Ｙさん　仙台の鉄道病院、石岡鉄道病院十二年、千葉鉄道病院に九年。通産三九年働いた。夫は貨物の駅長だったので分割のときはあんたの女房いつまで働かせるんだと攻撃があった。今はその夫に毎日お弁当を作っている。


Ｈさん　電話で入社した。やめるかどうか悩んだときもあった。女性も働かなくては駄目だと働き続けた。国鉄からＪＲになり、高崎から熊谷に、その後出向に高崎の弁当屋に出され定年を迎えた。現在は健康が一番だと思う。長男夫婦と孫と暮らしている。


Ｔさん　最初は新宿の電務区でした。五五才で出向になり新宿や東京駅の美術館、東京電気保全と動いた。現在もパートに出ている。マンションの掃除だが少しでも収入があると張り合いになる。


Ｓさん　退職して六年になる。幅広く何でもかんでも手を出している。六五歳を過ぎると体もガクッと来る感じだ。夫婦で年金でけらしているがなんだかんだと天引きされると生活が大変だ。
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